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1．はじめに   

社会的決定問題は、複数のプレイヤーたちからなる社会〃＝（1，2，‥・，れ）（れ≧2）の各  

メンバーの、複数の選択肢からなる集合A＝（α1，α2，…，αm）（m≧2）上への選好トにし  

たがって、選択肢に対する社会としての決定を行う問題である。選択肢の部分集合を社会  

として決定する場合、その問題は全プレイヤーの選好プロファイルト〃＝（ト1，ト2，‥・，トm）  

と選択肢の部分集合とを対応づける社会的選択対応（SCC）と呼ばれる写像G：£〟→2A  

で記述される（£〃は可能なプロファイルすべての集合）。   

SCCの値が空集合になる、つまり、社会の選択の結果が何も決まらないということは、  

ある特定の実例では起こることではあるが現実の問題に広く適用するのには限界がある。  

すなわち、SCCの値は任意のプロファイルに対してつねに非空な集合であるという性質（安  

定性）が要求される0   

また、プレイヤーの一部が協調して選好の表明を偽り、その結果彼らにとってより望ま  

しい選択肢集合が得られた場合、それは社会のルールと‘して採用するのにはふさわしくな  

い。社会的な公平さをもつSCCには操作の不可能性が求められる。それは、個人によって  

操作されることがないのは勿論、複数のプレイヤーが協調しても操作できないことがより  

望ましい（協調的操作不可能性）。   

あらゆる選好に対してつねに全選択肢を値とするSCCは明らかに協調的操作不可能では  

あるが、それは全く意味をなさない。社会的に出した結論であるから、SCCの値は含まれ  

る選択肢の個数が少なければ少ないぼど好ましいといえる。よって、SCCの値は集合とし  

て小さいこと（極小性）にも注目される0   

本報告では、プレイヤーの選好は線形順序とし、以上の性質を満たすSCCの値と、［1］  

によって定義されたSCCのあるサブクラスに属するSCCの値との関係を明らかにする。  

また、諸条件を満足するSCCの実例も紹介する。   

2．記号と定義   

記号とその内容を次のように定める。  

αト‘α′for∀α′∈A－（α）〉：選択肢αの支持者の集合  坤；ト〃）＝（五∈〃   

瓦（ト〃）＝（α∈Al5（α；ト〃）≠町：支持者のいる選択肢の集合   

操作不可能性を定義するため、選択肢上の選好順序トから選択肢集合間の選好順序Q（ト）  

をっぎの．ように定める：  

任意の月，β′⊂Aに対して、  

（1）百（ト）∈月かつ旦（月；ト）ト旦（β′；ト）ならば月Q（ト）β′、  

（2）百（ト）¢β－β′かつ旦（β；ト）〆旦（β′；ト）ならば月々（ト）β′ではない。  

ここで、百（ト）は選好トにおいてAのなかで最高位に位置付けられる選択肢、旦（β；ト）はβ  

のなかで最下位に位置付けられる選択肢を表す。  
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この順序に従い、協調的操作不可能性をっぎのように定義する：  

任意のプロファイルトふに対して、以下の条件を満たすプレイヤー集合5＝ぶ1∪5－2  

およびト；が存在しないときをいう  

つぎの選択肢αまたはぁが存在してG（ト〃＿∫，ト；）Q∫（ト∫）G（ト〃）が成り立っ  

（1）α¢G（ト〟＿∫，ト；）、ただしα＝旦（G（ト〃）；トi）for∀盲∈51  

（2）占∈G（ト〃＿∫，ト；）－G（ト〃）、ただしら＝百（ト；）br∀盲∈52  

3．停留拡張集合   

あるS〔：C（プが与えられたとさ、次の規則により、値が1点集合または空集合であるよ  

うな特殊なSCCgを誘導する：  

（ 

（α）ただしG（ト〃）＝（α）またはg（α；ト〃）＝Ⅳのとき  

¢ それ以外のとき。  
g（ト〃）≡  

このとき、gから次式により新たなSCC属r9（停留拡張集合）を定義する：  

垢（ト〃）≡（α∈A  for∀トん；恥トん）⊃柚ト〃），g（トん）＝（α）または¢〉  

Cuiら［1】は、gが空集合以外に2種類以上の値をもつとき、∬gは協調的操作不可能である  

ことを証明した。また、Gが安定で協調的操作不可能、さらに弱停留条件を満たす場合に  

は∬9は安定で、あらゆるプロファイルに対してGに含まれることも示した○   

さらに、gの値の極大性が〟9の値の極小性を意味することに注目して次の定理を得た‥  

SCC Gは安定で、協調的操作不可能、弱停留条件を満たすとする。また、Gから導出され  

たgは極大であるとする0このとき、∬タは安定で協調的操作不可能なSCCの族のなかで極  

小なSCCである。  

ただし、弱停留条件を満たすとは次の両奏件を満たすことである：  

（1）あるプロファイルト〃において、5（云；ト〃）≠¢なる選択廠α¢G（ト〃）が存在するなら   

ば、5（占；ト〃）＝¢なる任意の選択肢占∈Aに対して占≠G（ト〃）である。  

（2）G（トⅣ）＝（α）なるプロファイルト〃が存在するとき、坤；トⅣ）≠¢なる任意ゐ選択肢   

ら∈A－（α）は、印；トん）⊂印；ト〃）かっ埼帖）⇒∫（も；トん）なる任意のプロファイル   

トんに対して、占≠G（トん）である。  

4．安定、協調的操作不可能、極小なSCCの値のもつ性質   

前述の定理の諸条件を満たすSCCGの値とそれから導かれた∬9の値との関係を考察し  

て、以下の関係が得られた。  

G（ト〃）∩互（ト〃）＝範（ト〃）for∀ト〃∈∠〃  

すなわ 

から誘導された∬タに一致することを意味する○  
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